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シニア層から若年層まで
エイジングケア意識が加速

エイジングケア＆保湿原料

　アンチエイジング（スキンケア）における国内市
場は、2025年に5735億円に達すると予測されている。
高齢化の進展とともに、「年齢を重ねても若々しく
健康的に見られたい」という意識が高まり市場の拡
大を後押ししている。
　高齢世代では、シワやたるみなどのエイジングサ
インに対する悩みが顕在化しており、クリームやロ
ーション、ジェルなどのエイジングケア製品の需要
が堅調に推移している。一方で、若年層の間でも、
美容意識の高まりとともに「老後を見据えた早期ケ
ア」への関心が高まっており、スキンケアに積極的
に取り組む層が拡大している。
　2023年は、マスクの着用機会が減少し、顔を見せ
る場面が増えたことでフェイスラインや口元のたる
みケアへの注目が集まった。さらに、シワやたるみ

などのエイジングサインに応じて複数の製品を使い
分ける「目的別・部位別ケア」が浸透し、１人あた
りの使用アイテム数の増加も市場を押し上げている。
　また、近年、配合成分を重視する消費者が増加し
ており、アンチエイジングにおいては特にレチノー
ルに対する関心が高まっている。こうした流れを受
け、化粧品メーカー各社はレチノールを配合した製
品の展開を進めており、市場の活性化につながって
いる。レチノールは光に不安定な性質があるため、
安定化技術も製品開発の焦点となっている。
　本特集では、原料メーカー８社に話を伺い、様々
なエイジングケア＆保湿原料を紹介する。
　（掲載企業＝岩瀬コスファ、日光ケミカルズ、一
丸ファルコス、シー・アクト、池田物産、GSIクレ
オス、山川貿易、太陽化学）

　富士経済は、2025年の機能性化粧品の国内市場を2023年比7.4%増の２兆
6230億円と予測している。2024年も機能性を重視した商品選択が進み、顔だ
けでなく体や髪など全身の美を追求する美容感度の高い層が増えている。ま
た、美容医療への関心の高まりを背景に、美容施術で使用される成分を配合
した商品の発売や、高いスキンケア効果や仕上がりの持続性を訴求するベー
スメーク商品の伸びも市場拡大に寄与している。� （竹花）
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肌の各層にアプローチする複合型エイジングケア

岩瀬コスファ

　岩瀬コスファは、エイジングケア分野において
「Argireline Amplified peptide（アルジレリンアン
プリファイドペプチド）」（アルジレリンはルーブリ
ゾール社の登録商標）の提案を強化している。「ア
ルジレリンアンプリファイドペプチド」は、優れた
活性と筋弛緩作用を備えた「Argireline peptide（ア
ルジレリンペプチド）」を進化させたペプチドで、
加齢に伴って生じる肌の変化に対し、複数の層から
働きかける。
　表情ジワをはじめとする老化は、30代頃から現れ
始め、皮膚のすべての層に影響を及ぼす。表情ジワ
の主な原因は、顔の筋肉の収縮によって繰り返され
る動きである。加齢とともに皮膚の弾力を保つコラ
ーゲンやエラスチンの量が減少するほか、筋肉の収
縮後に弛緩するまでの時間も長くなるため、シワが
より深く、目立つようになる。また、近年、老化細
胞（セノリティクス）への関心が高まっているが、
老化細胞は炎症誘発性成分の混合物である
　SASPs（Senescence-associated secretory 
phenotypes）を放出することで隣接細胞の老化を
誘導することが知られている。「アルジレリンアン
プリファイドペプチド」は、こうした老化の原因に
対して複合的にアプローチする。SASPsの原因とな
るNF-κBの活性を予防することで、周囲の細胞の

老化進行を抑制。また、炎症性サイトカインTNF-
αによって誘導されるIL-6の放出抑制や、新しいコ
ラーゲンの合成促進、加齢に伴い低下する表皮バリ
ア機能に対しても、機能不全を抑制する作用が確認
されている。
　今回、新たな試験データにより「アルジレリンア
ンプリファイドペプチド」には、ボツリヌス毒素注
射（ボトックス）の効果を持続させる作用があるこ
とが確認された。従来の「アルジレリンペプチド」
はボトックスと同様の働きを持つペプチドとして提
案されてきたが、「アルジレリンアンプリファイド
ペプチド」はそれに加えて、実際にボトックスを受
けた肌に対してその効果を持続させることができる
点が特長である。評価試験では、35 ～ 60歳の白人
男女45名を対象に、目尻・眉間・額にボツリヌス毒
素A型50単位の注射を実施し、１日２回、顔全体に
５％アルジリンアンプリファイドペプチド配合クリ
ームまたはプラセボクリームを塗布した。４カ月後、
マクロ写真による解析にて、額、眉間、目尻のシワ
領域におけるシワの視認係数を測定したところ、５
％アルジリンアンプリファイドペプチド配合クリー
ムを使用したグループでは、ボトックスの効果が平
均８週間持続していることが確認された（図１）。
ボトックスは通常、注射から２週間程度で効果のピ

図 1 ボツリヌス毒素注射の効果の持続
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数が99.5％と高く、環境にもやさしい原料である。
アメリカの環境省が提唱する「グリーンケミストリ
ーの12原則」に基づいて設計・開発されており、従
来の「アルジレリンペプチド」と比較して製造時の
二酸化炭素排出量やエネルギー消費を抑え、さらに
は易生分解性も有していることから、サステナブル
やクリーンビューティといった昨今の価値観にも適
した原料として期待されている。

ークを迎え、１カ月後には効果が薄れ始める傾向に
あるが、「アルジレリンアンプリファイドペプチド」
を日々のスキンケアとして併用することで、ボトッ
クスの効果持続性が高まることが明らかになった。
　近年、ミニマリズム志向が進む中で、少量で複数
の効果を発揮する製品の需要が高まっている。「ア
ルジレリンアンプリファイドペプチド」は、肌を構
成する複数の層に対して包括的に働きかけるため、

「ミニマリズム」や「シンプル化」といったトレン
ドにも対応する多機能性を備えている。具体的には、
表皮ではバリア機能の低下、真皮ではハリの低下や
シワの出現、脂肪組織ではボリューム減少、筋肉で
は物理的な支持力の低下、ニューロンでは表情ジワ
の増加などに対して、各層でアプローチする（図２）。
基本的なスキンケア効果も併せ持つことから、単な
るエイジングケアにとどまらず、シンプルなスキン
ケアを志向する処方設計にも適している。
　ミニマリズムの考え方は、環境への負荷を低減す
ることにもつながる。「アルジレリンアンプリファ
イドペプチド」は、天然由来ペプチドで自然由来指

図 2 複数の層でアプローチ
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　日光ケミカルズは、エ
イジングケア・保湿原料
として、エイジングケ
アとブライトニングの
ダブル作用を持つレチ
ノール誘導体「NIKKOL 
VA-LINO」（NIKKOL 
VA-LINOは日光ケミカ
ルズの登録商標）を提案
する。
　レチノールは必須ビ
タミンであるビタミンA
の一種で、肌のターンオーバーを促進し、ヒアルロ
ン酸やコラーゲンの産生をサポートすることからエ
イジングケアを目的としたスキンケア製品に広く使
われている。一方で、リノール酸は医薬部外品の美
白有効成分として認可されており、肌をより健康的
に見せるブライトニング効果を有している。
　今回紹介する「NIKKOL VA-LINO」（化粧品成
分表示名称：リノール酸レチノール）は、レチノー
ルとリノール酸を組み合わせたレチノール誘導体
で、エイジングケアとブライトニング両方のアプロ
ーチが１つの成分で可能となるのが特長である。
　レチノールと比較した評価試験では、「NIKKOL 
VA-LINO」が、表皮細胞におけるヒアルロン酸合成、

真皮線維芽細胞でのヒアルロン酸・コラーゲン合成
において、レチノールと同等の有用性を示した（図
１）。一方で、ブライトニング効果についても、メ
ラノサイトを含む３次元培養皮膚モデルを用いた試
験により、コントロールと比較して0.1％「NIKKOL 
VA-LINO」を使用したモデル内のメラニン量が減
少し、ブライトニング作用が期待できることが確認
された（図２）。
　さらにヒト試験でも、「NIKKOL VA-LINO」の
エイジングケアとブライトニング作用が確認され
た。24名の被験者を対象に、プラセボクリームと

「NIKKOL VA-LINO」0.2％配合クリームをそれぞ
れ半顔に１日２回（朝晩）塗布し、８週間にわた

って評価を行った。その結果、「NIKKOL 
VA-LINO」を配合した場合には、ほうれ
い線（エイジングケア効果）および肌の明
度（ブライトニング効果）において有意な
改善が認められた。また、一般的にレチノ
ールを配合した製剤においては、肌の乾燥
や刺激を引き起こす懸念があり、使用時に
は保湿ケアを促すケースがある。しかし、
同社の８週間の試験では、「NIKKOL VA-
LINO」配合製剤はプラセボクリームと比較

エイジングケアとブライトニングのハイブリッド原料を提案

日光ケミカルズ

図 1 NIKKOL VA-LINO はレチノールと同様の作用を示す

図２ NIKKOL VA-LINO のブライトニング作用
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ほうれい線やシミが気になる40代から50代のミドル
エイジには「NIKKOL VA-LINO」を提案している。
このように、原料の特徴を活かして、それぞれの世
代の生活スタイルと肌悩みに適した製品を今後も提
案していく。

して角層水分量（保湿効果）が有意に増加している
ことが確認されており、むしろ保湿効果に寄与して
いる点が注目される（図３）。

原料の特徴を活かし、年代ごとの肌悩みに
応じたエイジングケア原料を提案

　今回のテーマである「エイジングケア」は、単に
若返りを目指すものではなく、肌状態に応じたスキ
ンケアを通じて、美しく年齢を重ねていくことを目
指すものである。エイジングのサインは一般的に20
代後半から30代にかけて徐々に現れ始め、皮脂と水
分のバランスが乱れたり、これまでのケアでは物足
りなさを感じたりするようになる。そして40代以降
になると、シミやくすみなどの肌変化がより顕著に
なり、本格的なケアが求められるようになる。同社
では、こうした年代ごとの肌状態に応じた原料の提
案を行っている。日中の外出が多い30代のエイジン
グケアには、高い光安定性と機能性を有するレチノ
ール誘導体である「NIKKOL レチノールH10」を、

図３ ほうれい線、皮膚の明度、および角層水分量に
対するNIKKOL VA-LINO の作用



38 Ｃ＆Ｔ　2025－7

　一丸ファルコス（本社・研究所＝岐阜県）は、肌
の見た目に影響を与える「くすみ」の研究で、黄ぐ
すみ、茶ぐすみ、グレーくすみの３種類の発生原因
を分析して、それぞれのくすみを改善する化粧品原
料の探索を進めている。
　このほど、シャクヤク（芍薬）の根から抽出した
エキス（シャクヤク根エキス）に、３種類のくすみ
にそれぞれアプローチして肌色を均一に整える効果
を見出し、新たに「ペオグロウ〈シャクヤクエキス〉」
として販売を開始した。シャクヤク根エキスとして
は、肌の糖化（AGEs生成）を抑制する抗糖化作用
を見出しており、25年以上の販売実績を持つ。
　肌が黄色く濁ってみえる黄ぐすみは、終末糖化産
物（AGEs）による角質細胞の濁りが原因であるこ
とがわかっている。AGEsが着色物質となり、角質
の光透過量を下げて、透明感を失わせることにより、
肌が黄色く濁って見えてしまう。
　さらに、最近の研究で、AGEsが黄ぐすみだけで
なく、茶ぐすみ、グレーくすみにもつながることが
わかってきた。細胞表面にあるAGEs受容体（RAGE）
とAGEsが結合することにより、細胞内でシグナル
が伝わり、それが表皮細胞の角化（分化）障害や、
メラノサイトからのメラニン産生亢進を促すという。

　これまでは、茶ぐすみの原因はメラニンの蓄積、
グレーくすみの原因はターンオーバーの乱れによる
角質の重層化と分けて考えられてきたが、黄ぐすみ
の原因とされるAGEsがRAGEと結合することによ
り、他のくすみも引き起こしてしまう（図１）。
　同社は、AGEsと受容体RAGEの結合を切断する
ことで、肌の「くすみドミノ」を止められると考
え、原料のスクリーニングを行い、シャクヤク根エ
キス（ペオグロウ）にAGEs-RAGE結合阻害作用を
確認した。「ペオグロウ」は、濃度依存的にAGEs
とRAGEの結合を阻害することを示した。
　また「ペオグロウ」は、抗糖化作用による黄ぐす
み改善だけでなく、茶ぐすみ、グレーくすみも改善
する。培養メラノサイトにAGEsを添加するとメラ
ニン量が増加するが、「ペオグロウ」は濃度依存的
にメラニン産生を抑制することがわかった（図２）。
糖化に起因するメラニン依存の茶ぐすみ改善が期待
できる。
　さらに、ペオグロウは、基底膜の糖化により低下
した分化を改善してグレーくすみの進行を止める表
皮分化不良改善作用も認められた。
　以上から、「ペオグロウ」を配合することで、く
すみ３種（黄・茶・グレー）をトータルケアし、肌

色のトーンを明る
く均一に整え、透
明感のある肌へ導
き、見た目の印象
をよくすることが
期待できる。
　今回、肌の見た
目に対する客観的
な印象評価を行う
ため、「SLIC法」
を用いた感性工学
に基づく新たなく

肌の透明感に対してトータルくすみケアを提案

一丸ファルコス

図 1 くすみの種類とその形成要因（イメージ）
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整 え る。「Lactobacillus/Rice Bran Ferment」（ 表
示名称＝乳酸桿菌／コメヌカ発酵物）としてINCI
も取得した。
　ヒトモニター試験では、手の甲に油性ペンでマー
キングし、米ぬか発酵クレイの洗浄効果を調べた。
３％米ぬか発酵クレイ配合洗顔フォームは、コント
ロールに比べ、油性ペンによるインクが落ちること
が確認された。米ぬか発酵クレイを洗顔料に配合す
ることで、洗浄効果をアップさせるはたらきが期待
できる。
　また、２％米ぬか発酵クレイ配合洗顔料は、洗顔
３時間後にバリア機能を改善する効果、保水機能を
回復する効果が認められた。
　肌表面の状態を画像で確認したところ、米ぬか発
酵クレイ配合洗顔料は、コントロールに比べ、肌表
面の凹凸を軽減することが認められ、肌の手触りや
見た目、化粧ノリの向上などが期待できる。
　モニターアンケートでは、洗顔料の泡立ち工場や、
洗顔中の感触向上、洗顔後の快適性向上などを実感
する評価を得ている。

すみ評価系も新たに開発した。ペオグロウ１％配合
ローションを使ったヒトモニター試験では、塗布前
と塗布２週間後の肌を画像処理により肌の「印象」
を抽出、客観的な印象の比較評価により、塗布２週
間後の肌色の均一性が高まっていることを確認した。
　「ペオグロウ」は、肌の透明感に影響する３種の
くすみをトータルケアして、見た目印象をアップさ
せる機能性原料である。
　同社は、新規開発原料として、アップサイクルな
洗顔・洗浄クレイ「米ぬか発酵クレイ〈乳酸桿菌／
コメヌカ発酵物〉」も販売を開始した。
　「米ぬか発酵クレイ」は、焙煎した脱脂されてい
ない国産米ぬかをそのまま使用して、植物性乳酸菌
を使った独自の発酵プロセスで製品化した。精米時
に廃棄されることが多い米ぬかをそのまま再利用し
ていることから、環境に配慮したアップサイクル素
材といえる。
　素材由来の自然なソフトクレンジング効果と、乳
酸発酵により生成される乳酸や多糖に由来する保水
力向上効果により、うるおいを与えながら肌表面を
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機能性油脂「ペンタデシル」に毛穴改善効果

シー・アクト

　シー・アクト（本社＝東京・千代田区、研究所＝
神奈川・川崎市）は、サステナブルな機能性油脂

「PENTADECYL（ペンタデシル）」に、毛穴の目
立ちを改善する効果を新たに見出した。ペンタデシ
ルの研究では、これまでに10ppm（製剤中0.001％）
の微量添加により、様々な美容効果を見出している。
多機能かつ高機能なエイジングケア成分の新機能と
して「シワ改善と毛穴改善」評価データの紹介を開
始していく。
　研究ではこのほか、身体の正常な生理機能を低下
させてしまう「小胞体ストレス」に着目し、小胞体
ストレスを緩和して正常な肌細胞の状態にするはた
らきを1 ～ 5ppm見出している。化粧品分野の研究
では、体内で小胞体ストレスが生じると、肌のコラ
ーゲン産生が抑制されるなど肌への様々な影響を及
ぼすが、ペンタデシル（製剤中0.001％）の微量添
加により、小胞体ストレスを軽減し、コラーゲンの
産生促進、保湿・バリア機能の向上・改善などが確
認された。ヒトモニター評価試験では「乾燥による
小じわを目立たなくする」シワ改善効果なども認め
られている。
　同社は、石垣島沿海水深25m付近で採取された微
細藻類・オーランチオキトリウムが創り出す脂質か
ら機能性活性成分（ペンタデシル）を抽出・精製し

た。その油脂を「ペンタデシル」と名付け、美容効
果や健康増進効果を見出すことに成功した。「ペン
タデシル」は、奇数脂肪酸のペンタデカン酸（C15）
を高含有する飽和脂肪酸のみで構成されるトリグリ
セライドで、22年春にINCI名（Aurantiochytrium 
Limacinum Oil Extract ／ C14-17 Triglycerides）
と成分表示名称（オーランチオキトリウムリマシヌ
ム油エキス／トリ脂肪酸（C14-17）グリセリズ）を
取得した。
　ヒト真皮線維芽細胞による試験では、5μg/m以
下のペンタデシルの添加で小胞体ストレスを緩和す
ることが確認された。小胞体ストレスを緩和するこ
とで、濃度依存的にコラーゲンの産生が向上するこ
とが認められた。小胞体ストレスが緩和されること
により、コラーゲン産生が促され、肌の保湿やバリ
ア機能の向上につながると考えられる。

0.001％配合で「乾燥による小じわ」と共に
「毛穴の目立ち」を改善、食品原料も好調
　ヒトモニター評価試験では、0.001％ペンタデシ
ル配合化粧水と無配合液（コントロール）をそれぞ
れ１日朝夕２回、４週間連続で塗布し、単回塗布、
連用塗布による肌への効果を調べた。

　毛穴改善に関する試験では、
毛穴の面積、深さ、たるみ率な
どを測定した。0.001％ペンタ
デシル配合化粧水は、コントロ
ールに比べ、塗布１回で毛穴の
たるみ率が減少し、毛穴の面積
の縮小や深さの軽減も見られ
た。また、連用塗布４週間後の
肌は、単回塗布した肌に比べ、
毛穴の面積、深さ、たるみ率な
どの改善スコアが有意に上昇表　0.001％ペンタデシル配合による毛穴改善効果
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がっている」（同社）という。
　「発売当初は、１ppmで効果実感や感触を変えら
れる『ペンタデシル』の特徴に懐疑的だった方も、
実際に試されて『ペンタデシル』の特性に理解を示
してくださるようになり、採用案件も増えている。
スキンケア製剤に『とりあえず配合しておきたい成
分』として、ポジションを確立していきたい」（同社）
　食品分野でもペンタデシルへの注目が高まってい
る。「食べるペンタデシル」として開発した食品原
料「ペンタデシル含有オーラン油」が健康食品・サ
プリメントで採用実績を伸ばしている。
　ペンタデシルを抽出するオーランチオキトリウム
には、青魚に含まれるDHAやEPAを産生するはた
らきがあり、ペンタデシルを高含有する「ペンタデ
シル含有オーラン油」は、現代病・生活習慣病など
の予防に期待されている。肌への機能性では、ペン
タデシル含有オーラン油の経口摂取により、真皮コ
ラーゲンの産生を促進させる効果が確認されてお
り、継続して摂取することで、シワの予防・改善、
ハリ・弾力の維持・改善などが期待できる。

した。
　ペンタデシルは、わずか0.001％を１回塗るだけ
で効果実感が得られ、また、継続使用により十分な
効果をもたらすことが期待できる。ペンタデシルに
確認された毛穴改善効果のメカニズムについて、同
社は「真皮中のコラーゲン産生を促すことで、保湿
力が高まり、毛穴の目立ちを改善することができる。
継続してスキンケアを行うことで、バリア機能が高
まり、毛穴が目立ちにくい肌を維持できると考えら
れる」と説明した。
　同じ試験方法にて実施した「シワ改善評価試験

（化粧品機能評価法ガイドライン）」では、目視およ
びレプリカ評価にて、シワグレードとシワの深さを
有意に改善する効果が認められた。ペンタデシル
0.001％の極微量添加により、「乾燥による小じわを
目立たなくする」を標ぼうすることができる。
　以上から、ペンタデシルは、製剤に0.001％添加
するだけで美容効果や感触改善をもたらす。そのた
め、製剤への影響を与えにくく、「既存品の改良や
バージョンアップに適した美容成分として認識が広
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Sytenol A １％配合ローションを６週間（１日２回）
塗布し、コメドやシミの減少を評価した。その結果、
わずか２週間でコメドやシミが減少し、皮脂の質も
改善した。
　「Sytenol Aはレチノールとの併用も可能で、レチ
ノール自体を安定化させるデータもある。また、シ
セオン社の優れた精製技術により、レチノールと同
等のアンチエイジング効果がありながらも皮膚刺激
が非常に少なく、安全性が高い点が好評だ。さらに、
バクチオールとしては初めてNMPAに登録され、
中国への輸出が可能な点も他のバクチオール原料と
比較して大きなアドバンテージとなっており、多く
のお客様から支持されている」（同社）

　化粧品・食品の原料や香料、美容健康食品の輸出
入事業を展開する池田物産では、エイジングケア・
保湿原料のカテゴリーにおいて、同社が2024年１月
より取り扱いを開始したアメリカのシセオン社が有
する、オランダビユ（バブチの種子）から抽出・精
製した高純度のバクチオールを含むエキスで、シワ
改善や肌のハリ向上が期待されるレチノール代替成
分「Sytenol（シテノール）A」の提案を強化している。
　Sytenol Aは、シワや赤み、ニキビの改善に加え、
肌トーンの均一化など幅広い抗酸化作用やアンチエ
イジング作用がin vitroやin vivoの豊富なデータか
ら確認されている。
　in vivoでは、41 ～ 60歳の16人を対象に、Sytenol 
A0.5％配合ローションを12週間（１日２回）全顔に
塗布し、使用前後のアンチエイジング効果を評価し
た。その結果、12週間の使用後には専門家とパネリ
ストの両方によって、輪郭やシワ、色素沈着、弾力
性、ハリ、全体的な光によるダメージの大幅な改善
が観察され、皮膚への刺激作用は認められなかった。
また、シリコンレプリカ分析により、シワの深さと
肌荒れの有意な改善が確認された。
　Sytenol Aは、ニキビに関与する要因である脂質
過酸化から皮膚を保護するほか、細菌の過剰増殖と
炎症遺伝子・炎症性酵素の抑制、角質化亢進の改善
にも効果的だ。
　抗ニキビの評価では、軽度（10個まで）、中度（10
～ 25個）、重度（25個以上）のニキビを有する15人
を対象に、Sytenol A １％配合ローションとサリチ
ル酸２％配合ローション、Sytenol A １％＋サリチ
ル酸２％配合ローション、プラセボを６週間（１日
２回）全顔に塗布し、にきびの減少率を比較した。
その結果、Sytenol A単独またはサリチル酸と組み
合わせて使用すると、ニキビの影響を受けた皮膚に
対して統計的に有意な改善が確認された。
　また、軽度・中度のニキビのある10人を対象に、

安全性と効果に優れた植物由来のレチノール様成分

池田物産
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植物由来の生体模倣型「次世代エクソソーム」

ＧＳＩクレオス

　世界各国に原料サプライヤーを持ち、植物エキス
を中心に天然由来の輸入原料を幅広く取り扱うGSI
クレオスの香粧品部では、今年４月に開催された

「BSB Innovation Award 2025」にて、アクティブ
原料（エクソソーム・ポリペプチド）部門で第１位
を受賞したマイクロアルゲ由来の生体模倣型エクソ
ソーム「Exometics G（エクゾメティック ジー）」（ス
ペイン・アルガクティブ社）の提案に注力している。
　エクソソームは近年、再生医療での重要なツール
として細胞レベルでの修復・再生を促す成分として
注目されている。
　リポソームがアクティブ成分を包み込むデリバリ
ーシステム（運搬役）にすぎず、生物学的な機能を
持ち合わせていないのに対し、エクソソームは肌細
胞と情報をやり取りするバイオ・コミュニケーター
で、リポソームのような受動的なキャリアと異なり、
肌細胞との相互作用を示す。このため、細胞が持つ
自然なシグナル伝達の仕組みを模倣しながら、再生
や修復といった生体のメッセージを肌に届ける役割
を果たす。
　既存の植物由来エクソソームは、エンドソームか
ら放出される分泌物を原料化したものが一般的で、
均一品質での大量生産が難しく収穫が制限されるほ

か、ヒト由来のエクソソームと異なる構造のため親
和性が低い。また、既存の動物由来エクソソームは、
その再生力の高さから医療分野で主流となっている
が、スキンケア用途には大きな制限があり、倫理面
や法規制、消費者視点の懸念がなく、エクソソーム
の力を持つ次世代の代替ソリューションが求められ
ていた。
　それに対し、今回アルガクティブ社が開発したエ
クゾメティック ジーは、動物や植物の採取に依存
せず、ラボでの培養によって自然環境や季節変動に
左右されない持続可能かつ環境と倫理に配慮したサ
ステナブルな原料調達が可能な微細藻類のマイクロ
アルゲを用いた100％植物由来のエクソソームだ。
　既存の植物由来エクソソームとは一線を画す特許

取得済みの高度な微細藻類バイオテク
ノロジーにより、粒子サイズ150nmの
均一なエクソソームを安定供給できる
ほか、エクソソームの数や直径だけで
なく、内包する成分（脂質・タンパク
質・酵素・成長因子など）もヒト由来
エクソソームと類似の構造を実現した。
　「エクゾメティック ジーは、既存の
エクソソーム原料が抱える課題や懸念
点を払拭した。臨床試験では、14日間
で2.2年分のシワ改善効果が確認され
ている」（同社）

臨床試験による卓越した有効性・エビデンス

既存のエクソソーム、擬エクソソームとの違い
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　原料商社で欧州系化粧品原料の発掘・調達に強み
を持つ山川貿易は、高い保湿機能を持つCODIF社
のロングセラー原料「ハイドラサリノール」と、今
年４月にCOBIOSA社が上市した新原料「AQSTEM 
ATACAMA（アクステム アタカマ）」を提案する。
　「ハイドラサリノール」は、北アメリカやヨーロ
ッパ、アフリカなど各地に生息している多肉植物の
アッケシソウから得られるエキスを用いている。同
じ多肉植物として有名なサボテンは砂漠などの乾燥
地帯に多く生息しているが、アッケシソウの場合は
沿岸部などに生息地が広がっている。沿岸部の土壌
は塩分が多いため、そのような環境下で生息するア
ッケシソウの水分保持機能に着目して同原料が開発
された。
　抽出方法は、超臨界二酸化炭素抽出法を用いてい
る。二酸化炭素に圧力を加えて温度31度かつ気圧
74barの超臨界流体状態にする方法となっており、
通常の状態では得ることのできない天然成分を抽出
できる。抽出では一般的に溶媒が必要となるが、こ
の超臨界二酸化炭素流出法では溶媒が不要となって
いる。二酸化炭素も残留しないため、物性に対して
負担をかけず、余計な成分が混入することなく抽出
できる。
　同原料は、水と尿素へのアプローチによって高い
保湿効果を実現する。肌状態の尿素の含量には関連
性があり、普通肌と比較して乾燥肌やアトピー肌は
尿素含量が少ないことが明らかになっている。尿素
が少ないと表皮同士の接着も弱まってしまい、尿素
や水分が表皮の外に出てしまうことにもつながる。
　CODIF社は、ケラチノサイトの膜にアモニアポ
リン８またはアクアポリン８（AQP ８）と呼ばれ
る尿素チャネルが存在することを2008年に発見し
た。in vitro試験では、ハイドラサリノールを添加
したことでAQP ８の合成促進とmRNA発現の増加
が確認されたほか、NMFの産生にも関係するフィ

ラグリンの発現を増加させることも分かった。表皮
の水分保持にアプローチするアクアポリン３（AQP
３）でも同様の効果が確認されており、水と尿素の
両面からのアプローチによって肌を乾燥から守り、
潤いで満たす。接着タンパクの合成促進効果も確認
されているという。
　ヒト試験では、経皮水分損失量試験のほかに、経
皮尿素損失量試験も行った。テフロン製プローブで
皮膚表面の角質細胞を採取し、付着した細胞に含ま
れる尿素量を測定したところ、プラセボと比較して
経皮尿素損失量を減少させ、１カ月後には表皮内の
尿素量を増加させた。
　「AQSTEM ATACAMA」は、世界で最も乾燥し
た砂漠と言われているチリのアタカマ砂漠で３～７
年に一度咲き乱れるCistanthe grandifloraという花
の幹細胞由来のエキスとなっている。
　主な効果としては、AQP ３の産生を促進する。
皮膚水分量を２時間で増加させ、即時的な保湿効果
をもたらし、さらにその効果は24時間持続するとい
う。18歳～ 70歳までの20名のボランティアの腕で
試験を行ったところ、AQSTEM ATACAMAを配
合することで水分保持量が上がったことが確認され
た。アトピー性皮膚炎や肌の痒みに悩む人によく見
られるインターロイキン（IL）-13とIL-31を抑制す
ることで、抗炎症及び抗かゆみ効果も発揮する。
　先日開催された「CITE JAPAN 2025」で同原料
を紹介した際にも多くの問い合わせがあったとい
う。
　「環境の変化やライフスタイルの多様化が進み、
ニーズも多様化してきている。ヒアルロン酸やコラ
ーゲンといった長年人気の高い成分で新原料も出て
きてはいるものの、保湿効果にプラスアルファのア
プローチを持たせた原料が見られており、より付加
価値を持たせた進化が必要になってきていると感じ
ている」（同社）

付加価値の高い保湿原料を提案

山川貿易
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保湿効果の持続性に優れ、乳化処方において塗布時
の白浮きを抑制する機能を特徴としている。一般的
なノニオン界面活性剤を配合したクリームと同原料
を配合したクリームを切り餅の表面にそれぞれ塗布
して３時間放置し、表面の状態を観察する試験を行
ったところ、前者では餅の表面が乾燥し、ひび割れ
が生じていたが、後者はひび割れが生じずに保湿性
が保たれていることが確認された（図２）。
　また、最近のニーズとしてあるシリコーンフリー
をコンセプトとしたクリームでは、肌に塗布すると
白浮きしてしまう課題があるが、この原料を使用す
ることで白浮きを抑え、肌なじみの良いクリームを
作ることができる。処方開発において、植物油やエ
ステル油、炭化水素油といったさまざまな油剤を安
定に乳化させる利点があり、加えて、耐塩性に優れ

る特徴を活かしてビタミンC誘導
体のような有効成分を高配合す
る処方にも対応する。
　近年は天然由来や植物由来の
製品づくりに対するニーズが高
いため、需要に応えながらも幅広
い処方設計に対応可能な原料と
して提案していくという。

　太陽化学は、化粧品原料の主軸としてポリグリセ
リン系界面活性剤を提案している。
　高機能ポリグリセリン脂肪酸エステル「サンソフ
ト」は同社独自の界面活性剤で、スキンケア製品や
ヘアケア製品まで幅広いカテゴリの化粧品で使用さ
れている。
　その中でも「サンソフトQ-Y」シリーズはクレン
ジングオイルに配合することで、高いメイク除去機
能に加え、洗浄後のさっぱりした感触を付与しつつ、
角栓除去や洗浄後の保湿性が確認されている。
　保湿性について、肌が乾燥しやすい冬季にクレン
ジングオイルの連用試験を実施し、連用後にテープ
トリッピング法で頬の角層を採取して観察を行った
ところ、一般的なノニオン界面活性剤を使用したク
レンジングオイルでは連用後に多重剥離の増加が確
認されたが、「サンソフトQ-Y」シリーズを配合し
たクレンジングオイルでは、肌の恒常性が維持され、
ターンオーバーが正常化されることで、連用前後で
角層の多重剥離に大きな変化は見られなかった。
　低刺激で肌にやさしい洗浄剤として提案している

「サンソフトM-12J」も、同製品を配合した洗顔料
を用いて行われた連用試験で、角層の多重剥離抑制
や毛穴周りの角層の酸化抑制、角栓の縮小といった
効果が確認されている（図１）。
　昨年新たに発売を開始した「サンソフトHPA-C」
は、100％植物由来の水中でαゲル構造を形成する
O/W乳化剤製剤で、簡単に乳化できるだけでなく、

高い保湿性を持つポリグリセリン系界面活性剤を提案

太陽化学

図 2

図 1


